実技課題
実技課題

「Javaによるオブジェクト指向プログラミング」
	１　作業時間

　　
標準時間：260分（4時間20分：休憩を除く）
作業打ち切り時間：300分（5時間）
２　配付資料


問題用紙，課題で使用するデータ
３　課題作成、提出方法

・プログラムを作成し、指導員の指定する場所に保存
・各個人で作業すること

・ソースファイルによる提出



（Javaの概要、特徴、文法）
1． 次のような出力を行うプログラムを作成してください。なお、プログラムを記述する際にはインデントやコメントにより読みやすいコーディングを心掛けてください。
（プログラムの基本構造、変数）

1 任意の円の半径を変数に代入し、円の円周と面積を表示するプログラムを作成しましょう。また、表示する際には文字列と数値の連結を使用しましょう。なお、πは3.14とします。
実行結果
	円の半径：5.0
円の円周：31.400000000000002
円の面積：78.5


（条件分岐）
2 ある遊園地のチケット代が以下のようであるとします。年齢を変数に代入し、年齢区分とチケット代を表示するプログラムを作成しましょう。
	大人
	中人
	小人
	乳幼児
	シニア

	18歳以上
	12～17歳
	6～11歳
	5歳以下
	65歳以上

	800円
	500円
	200円
	無料
	200円


実行結果
	4歳は乳幼児 無料


	10歳は小人 200円


	15歳は中人 500円


	20歳は大人 800円


	70歳はシニア 200円


（繰り返し）
3 「１＋２＋３＋・・」と足していき、その合計がいくつの時に1000を超えるのかを合計値とともに表示するプログラムを作成しましょう。
実行結果
	45まで足した時の合計=1035


（クラスとオブジェクト）
2． 次のクラスを作成しましょう。
（クラスの定義）
1 円の面積を表示するメソッドmenseki()と半径のフィールド変数hankeiを持つ、クラスEnClassを記述しましょう。なお、メソッドmenseki()のアクセス制限はpublic、フィールド変数hankeiのアクセス制限はprivateとし、初期値は5とします。
（インスタンス生成とメソッド呼び出し）
2 ①で作成したクラスをインスタンス化しメソッドmenseki()を呼び出す、クラスMainClassを作成しましょう。（mainメソッドをもつクラス）
実行結果
	円の面積：78.5


（メンバ（フィールドとメソッド））
3 EnClassクラスに、フィールド変数hankeiを設定するメソッドsethankeiを追加しましょう。また、MainClassで半径が12の時の面積が表示されるようにしましょう。
（オーバーロード）
4 メソッドの呼び出し時に半径を設定できるmensekiメソッドをオーバーロードで追加してください。動作はMainClassで確認してください。
（コンストラクタ）
5 EnClassクラスのインスタンス生成時に半径を設定できるようにコンストラクタを追加してください。動作はMainClassで確認してください。
（継承）
6 EnClassクラスを継承してEnClass2クラスを作成してください。EnClass2に円周を表示するメソッドensyu()を追加してください。動作はMainClassで確認してください。
実行結果
	円の面積：452.16
円の円周：75.36


（配列、文字列）
3． 実行結果を参考に、以下のプログラムを作成しましょう。
（配列）
1 以下のような10人分のテスト結果があります。点数データを配列に格納し、合格不合格の判定をするプログラムを作成します。なお、合格は60点以上とします。
	68
	87
	50
	100
	72
	52
	99
	36
	84
	42


実行結果
	68 = 合格
87 = 合格
50 = 不合格
100 = 合格
72 = 合格
52 = 不合格
99 = 合格
36 = 不合格
84 = 合格
42 = 不合格


（文字列（Stringクラス））
②　①に以下の名前データを追加しましょう。名前データはStringクラスを使った文字列配列とし、合否判定時に名前と点数を表示するプログラムを作成しましょう。
	赤井
	井上
	植田
	江口
	尾山
	川崎
	木村
	工藤
	剣崎
	児玉

	68
	87
	50
	100
	72
	52
	99
	36
	84
	42


実行結果
	赤井 68 = 合格
井上 87 = 合格
植田 50 = 不合格
江口 100 = 合格
尾山 72 = 合格
川崎 52 = 不合格
木村 99 = 合格
工藤 36 = 不合格
剣崎 84 = 合格
児玉 42 = 不合格


（文字列（StringBuilderクラス））
③　②のデータを使って合格者と不合格者のそれぞれの名前一覧を表示するプログラムを作成します。なお、合格者および不合格者一覧はそれぞれStringBuilderクラスの文字列とします。
実行結果
	合 格 者 : 赤井 井上 江口 尾山 木村 剣崎 
不合格者 : 植田 川崎 工藤 児玉


（パッケージ、例外処理、ストリーム）
４．下に示すテキストファイル"input.dat"は、整数が格納され、1つごとに改行されています。このファイルから全整数を読み込み、その合計値を求めるプログラムを作成してください。　ただし、下の要件を満たしてください。（参照：実行結果の例）
・作成するプログラムのファイル名は、"SumOfIntDataFile.java"とする。
・クラス"SumOfIntDataFile"は、パッケージ"polytech.java"に所属させる。
・ファイルが見つからない場合、適切な例外処理をすることで
「データファイルが見つかりません」
と表示させる。（参照：実行結果）
・データファイル内のデータ形式が誤っている場合、適切な例外処理をすることで
「データファイル内のデータ形式が違います」
「整数値を1行に1つずつ記述してください」
と表示させる。（参照：実行結果）
input.dat

100

0
5
20

3

実行結果　【正常動作】
合計: 128
実行結果　【データファイル"input.dat"がない、またはファイル名が違っている場合】
データファイルが見つかりません
実行結果　【データファイル"input.dat"の5が、5.5の場合】
データファイル内のデータ形式が違います
整数値を1行に1つずつ記述してください
（スレッド）
５．下の要件を満たす、マルチスレッドプログラムを作成してください。（参照：実行結果の例）
・メインスレッド用のクラスを"MainThread"とする。
・サブスレッド用のクラスを"CountDownThread"とする。
・２つのクラスは、どちらもパッケージ"polytech.java"に所属させる。

・クラス"CountDownThread"は、スレッドが開始されると「カウントダウン開始」と表示する。コンストラクタの引数で指定した整数値から始め、1秒ごとに-1した数値を表示する。0になるタイミングで「カウントダウン終了」と表示し、スレッドを終了する。
・クラス"MainThread"は、メソッド"main()"を持つ。プログラム開始直後、サブスレッドを起動する。3秒経過ごとにメインスレッドの経過秒数を表示する。サブスレッドが終了したら、「メインスレッド終了」と表示し、プログラムを終了する。
実行結果
カウントダウン開始
10

9

8

メインスレッド3秒経過

7

6

5

メインスレッド6秒経過

4

3

2

メインスレッド9秒経過

1

カウントダウン終了
メインスレッド12秒経過

メインスレッド終了
（標準API(java.langパッケージ、java.utilパッケージ)）
６．サイコロのように、１から６までの整数を乱数で生成して表示するプログラムを作成してください。ただし、下の要件を満たしてください。（参照：実行結果）
· 作成するプログラムのファイル名は、"DiceRoller.java"とする。本プログラムはpublicなクラス”DiceRoller”一つだけから構成される形で作成すること。
· クラス"DiceRoller"は、パッケージ"polytech.java"に所属させる。
· プログラムを1回実行するごとに、1から6までのいずれかの整数を表示して終了する。（参照：実行結果）
· 乱数生成にあたっては、java.util.Randomクラスを使う方法と、java.lang.Mathクラスを使う方法の二通りが考えられるが、どちらの方法を使っても構わないものとする。
実行結果（太字はユーザーの入力）
(OSのプロンプト)>java polytec.java.DiceRoller
サイコロを振ります。
サイコロの目は 6 でした。
(OSのプロンプト)>java polytec.java.DiceRoller
サイコロを振ります。
サイコロの目は 2 でした。
(OSのプロンプト)>java polytec.java.DiceRoller
サイコロを振ります。
サイコロの目は 5 でした。
(OSのプロンプト)>java polytec.java.DiceRoller
サイコロを振ります。
サイコロの目は 1 でした。
(OSのプロンプト)>
（標準API（java.utilパッケージ、java.netパッケージ））
７．TCPのポート4000番で接続を待ち受け、今日現在の日付・時刻を表示した後、接続を切断して再度待ち受けを繰り返すサーバープログラムを作成してください。ただし、下の要件を満たしてください。（参照：実行結果）
· 作成するサーバープログラムのファイル名は、"TodayServer.java"とする。
· publicなメインクラス"TodayServer"は、パッケージ"polytech.java"に所属させる。
· サーバープログラムは実行環境から強制終了するか、入出力例外（IOException）が発生するまで実行を継続すること。
· クライアントの同時接続数（バックログ）はデフォルト値とする。
· 入出力例外（IOException）の発生により終了する場合、スタックトレースを、サーバーを起動したコンソールに表示した後、ステータスコードとして整数の”１”をシステムに返し終了すること。
· 動作確認に当たっては、Telnetクライアントから、ポート4000番を指定して接続を行うこと。
· 表示する日付・時刻の書式は、DateクラスのtoStringメソッドで得られる標準書式のままで構わない。（参照：実行結果）
実行結果[サーバー側]（太字はユーザーの入力）
(OSのプロンプト)>java polytech.java.TodayServer

（以降、強制終了するまで実行を継続）
実行結果[クライアント側]（太字はユーザーの入力、接続先サーバーが自機[localhost]の場合）
(OSのプロンプト)>telnet localhost 4000

<<WhatsTheDateToday Server>>
Fri Jun 24 13:54:23 JST 2015

Ok.

ホストとの接続が切断されました。
(OSのプロンプト)>
（コレクション、ジェネリックス）
８．サイコロを、指定回数振った結果と、平均値を表示するプログラムを作成しなさい。作成するプログラムは、下記の要件を満たすものとする。

· 作成するプログラムのファイル名は、"DiceList.java"とする。本プログラムはpublicなクラス”DiceList”一つだけから構成される形で作成すること。
· クラス"DiceList"は、パッケージ"polytech.java"に所属させる。
· コマンドライン引数でサイコロを振る回数を指定してプログラムを起動すると、その回数サイコロを振った結果を一行ずつ表示した後、最終行に平均値を表示して終了する。
（参照：実行結果）
· コマンドライン引数に何も指定しなかった場合や、文字を指定した場合、個数を余分に指定した場合など、引数指定が不適切な場合、正しい入力を促すエラーメッセージを表示して終了する。（参照：実行結果）
· “サイコロ”は、１回振るごとに、１～６までのいずれかの整数を生成する。
· サイコロの目は、生成されるごとに動的配列（List<Integer>インターフェース実装クラス）に要素を追加して記憶するものとし、あらかじめすべての出目を生成・記憶したのちに、一括して表示すること。
· 結果表示の際、最初に指定した回数値を使用したループではなく、動的配列の全要素を表示する方法で表示すること（イテレータ、または拡張for文を使うこと）。
· 乱数生成にあたっては、java.util.Randomクラスを使う方法と、java.lang.Mathクラスを使う方法の二通りが考えられるが、どちらの方法を使っても構わないものとする。
実行結果
(OSのプロンプト)>java polytech.java.DiceList
サイコロを振る回数を一つだけコマンドライン引数で指定して下さい
 (OSのプロンプト)>java polytech.java.DiceList a
サイコロを振る回数は整数で指定して下さい
(OSのプロンプト)>java polytech.java.DiceList 3
サイコロを3回振ります。

サイコロを振ります。 : 1 回目

サイコロを振ります。 : 2 回目

サイコロを振ります。 : 3 回目

サイコロの目は6でした。

サイコロの目は4でした。

サイコロの目は1でした。

すべてのサイコロの目の平均値は 3.6666666666666665 でした。

(OSのプロンプト)>
10

